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凡　

例

一
、
底
本
に
は
、
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
本
を
用
い
た
。
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下
の
影
印
を
使
用
し
た
。

高
橋
正
治
『
兵
部
卿
物
語　

校
本
・
影
印
篇
』（
東
京
美
術　

一
九
八
四
年
）

ま
た
、『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
所
収
『
兵
部
卿
物
語
』
も
同
本
を
底
本
と
し
て
い
る
た
め
、
適
宜
参
照
し
た
。

一
、
校
合
に
は
、
実
践
女
子
大
学
蔵
本
を
用
い
た
。
以
下
の
影
印
・
翻
刻
を
使
用
し
た
。

市
古
貞
次
「
黒
川
文
庫
蔵
「
兵
部
卿
物
語
」
影
印
」（
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
『
別
冊
年
報
』
Ⅱ　

一
九
九
二
年
三
月
）

市
古
貞
次
「
黒
川
文
庫
蔵
「
兵
部
卿
物
語
」
翻
刻
」（
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
『
別
冊
年
報
』
Ⅲ　

一
九
九
四
年
三
月
）

ま
た
、『
続
々
群
書
類
従
』
所
収
『
兵
部
卿
物
語
』
の
本
文
（
お
そ
ら
く
実
践
女
子
大
学
蔵
本
を
底
本
と
す
る
）
も
参
考
に
し
た
。
底
本

の
本
文
を
訂
正
す
る
場
合
に
は
、
当
該
箇
所
に
「
＊
」
を
付
し
、
本
文
左
端
に
そ
の
旨
を
明
記
し
た
。

一
、
翻
刻
に
際
し
て
は
、
通
読
の
便
を
考
慮
し
て
、
次
の
よ
う
な
操
作
を
行
っ
た
。

　

１　

内
容
の
上
か
ら
節
に
分
け
、
番
号
と
小
見
出
し
を
付
け
た
。

　

２　

句
読
点
・
濁
点
を
加
え
、
会
話
文
に
は
「　

」
を
付
け
た
。
心
内
文
に
は
「　

」
を
付
け
て
い
な
い
。

　

３　

仮
名
遣
い
は
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
統
一
し
た
。
仮
名
を
漢
字
に
、
漢
字
を
仮
名
に
直
し
た
り
、
送
り
仮
名
の
不
足
す
る
場
合
に

は
そ
れ
を
補
っ
た
り
し
て
い
る
。

　

４　

助
動
詞
「
む
」「
ら
む
」「
け
む
」
な
ど
は
、
す
べ
て
「
ん
」「
ら
ん
」「
け
ん
」
な
ど
に
統
一
し
た
。

　

５　

敬
語
動
詞
「
給
ふ
」「
奉
る
」「
聞
こ
ゆ
」「
候
ふ
」
な
ど
は
、
本
動
詞
・
補
助
動
詞
問
わ
ず
、
す
べ
て
漢
字
表
記
に
統
一
し
た
。
ま

た
、
底
本
に
お
け
る
「
侍
り
」
は
、
す
べ
て
仮
名
表
記
（「
は
ん
べ
り
」）
だ
が
、
漢
字
を
用
い
た
上
で
、
ル
ビ
を
振
る
の
も
初
出
箇

所
の
み
と
し
た
。
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vii vi

　

１　

本
文
で
は
「　

」
の
付
い
て
い
な
い
心
内
文
に
も
、
読
解
の
便
宜
を
図
り
、「　

」
を
付
け
て
訳
し
た
箇
所
が
あ
る
。

　

２　

主
要
な
女
性
登
場
人
物
の
呼
称
は
、
以
下
の
よ
う
に
し
て
区
別
し
た
。

故
式
部
卿
宮
姫
君 

→ 

宮
の
姫
君　
　

故
按
察
使
大
納
言
姫
君 

→ 

女
君
（
按
察
使
の
君
・
尼
君
）　　

右
大
臣
姫
君 
→ 
姫
君

一
、
本
書
の
構
成
は
、
基
本
的
に
、
見
開
き
右
頁
に
「
本
文
」、
そ
の
下
に
「
現
代
語
訳
」、
見
開
き
左
頁
に
「
注
釈
」
を
置
い
た
。「
本

文
」
と
「
現
代
語
訳
」
が
な
る
べ
く
同
じ
頁
内
で
対
応
す
る
よ
う
に
、
左
頁
最
下
段
を
「
現
代
語
訳
」
に
使
っ
た
頁
も
あ
る
。「
注

釈
」
の
う
し
ろ
に
は
、
場
合
に
よ
っ
て
、「
評
」
を
置
い
た
。

一
、「
本
文
」
と
「
現
代
語
訳
」
は
秋
本
、「
注
釈
」
と
「
評
」
は
藤
井
が
主
に
担
当
し
た
。

［
付
記
①
］ 

貴
重
な
資
料
の
翻
刻
許
可
を
い
た
だ
い
た
慶
應
義
塾
図
書
館
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
東
京
美
術
、
実
践
女
子
大
学
図

書
館
に
も
、
影
印
の
使
用
に
つ
い
て
ご
高
配
い
た
だ
い
た
。
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

［
付
記
②
］ 

本
書
は
、
平
成
三
十
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
若
手
研
究
（
Ｂ
））「
中
世
王
朝
物
語
の
生
成
過
程
解
明
の
た
め
の
ジ
ャ
ン
ル
横
断

的
研
究
」（
代
表
・
藤
井
由
紀
子
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　

６　

官
職
や
人
物
の
呼
称
で
、
慣
習
上
「
の
」
を
入
れ
て
呼
ぶ
べ
き
も
の
の
う
ち
、
次
の
も
の
は
「
の
」
を
省
略
し
て
表
記
し
た
。

兵
部
卿
宮　
　
　

式
部
卿
宮　
　
　

按
察
使
大
納
言　
　
　

大
膳
亮　
　
　

蔵
人
尉

　

７　

反
復
記
号
は
、
も
と
の
文
字
に
戻
し
て
表
記
し
た
。
一
字
の
漢
字
の
反
復
は
「
々
」
を
用
い
た
。

一
、
注
釈
に
つ
い
て
は
、
次
の
点
に
留
意
し
た
。

　

１　

実
践
女
子
大
学
蔵
本
と
異
同
が
あ
る
箇
所
で
、
底
本
の
ま
ま
と
し
た
箇
所
に
つ
い
て
は
、
注
釈
内
で
説
明
を
し
た
。

　

２　

他
作
品
の
本
文
の
引
用
は
、
基
本
的
に
は
、『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』（
小
学
館
）
に
拠
っ
た
。
た
だ
し
、『
狭
衣
物
語
』
の
引

用
は
『
新
潮
日
本
古
典
集
成
』（
新
潮
社
）、
中
世
王
朝
物
語
の
引
用
は
『
中
世
王
朝
物
語
全
集
』（
笠
間
書
院
）、
和
歌
の
引
用
は
『
新

編
国
歌
大
観
』（
角
川
書
店
）
に
拠
り
、
そ
れ
以
外
の
活
字
テ
キ
ス
ト
を
使
用
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
つ
ど
明
記
し
た
。
引
用
箇
所
の

う
し
ろ
に
付
け
た
数
字
は
、
丸
数
字
が
活
字
テ
キ
ス
ト
の
巻
数
、
算
用
数
字
が
頁
数
で
あ
る
。

　

３　

注
釈
内
で
言
及
し
た
主
な
先
行
研
究
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

宮
田
和
一
郎
「
兵
部
卿
物
語
」（『
武
庫
川
学
院
女
子
大
学
紀
要
（
人
文
科
学
編
）』
４　

一
九
五
六
年
二
月
）

妹
尾
好
信
・
渕
野
百
合
子
「
訳
注
『
兵
部
卿
物
語
』（
上
）
／
（
下
）」（『
大
分
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
』
14
─
2
／
15
─
1　

一
九

九
二
年
十
月
／
一
九
九
三
年
三
月
）

片
岡
利
博
「
兵
部
卿
物
語
の
構
造
─
『
狭
衣
物
語
』『
小
夜
衣
』
と
の
比
較
を
通
し
て
─
」（『
物
語
文
学
の
本
文
と
構
造
』
和
泉

書
院　

一
九
九
七
年　

＊
初
出
＝
一
九
七
九
年
）

辛
島
正
雄
「『
兵
部
卿
物
語
』
の
成
立
時
期
を
め
ぐ
っ
て
─
擬
古
物
語
の
源
泉
」・「
補
説　

宮
田
和
一
郎
氏
の
『
兵
部
卿
物
語
』

校
注
」（『
中
世
王
朝
物
語
史
論
』
下 

笠
間
書
院　

二
〇
〇
一
年　

＊
初
出
＝
一
九
八
三
年
／
一
九
八
五
年
）

西
本
寮
子
「
中
世
擬
古
物
語
創
作
の
一
手
法
─
『
兵
部
卿
物
語
』
か
ら
の
考
察
─
」（『
広
島
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
』
26　

一
九

九
一
年
二
月
）

一
、
現
代
語
訳
に
つ
い
て
は
、
次
の
点
に
留
意
し
た
。
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1　

そ
の
当
時
、
兵
部
卿
宮
と
申
し
上
げ
な
さ

る
御
方
は
、
当
代
の
帝
の
第
二
皇
子
で
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
。
た
く
さ
ん
お
い
で
に
な
る
御
子
様

方
の
御
中
で
も
、
格
別
に
、
帝
も
后
宮
（
皇
后
）

も
、し
み
じ
み
と
い
と
し
い
と
お
思
い
に
な
り
、

大
切
に
お
育
て
に
な
っ
て
は
「
同
じ
こ
と
な
ら

ば
天
皇
の
御
位
も
こ
の
君
（
第
二
皇
子
）
に
譲

り
た
い
」
と
お
思
い
に
な
っ
た
け
れ
ど
、
世
間

の
評
判
や
他
人
の
非
難
の
こ
と
を
あ
れ
こ
れ
考

え
な
さ
っ
て
、
一
宮
（
第
一
皇
子
）
を
春
宮
に

お
立
て
に
な
っ
て
、
こ
の
第
二
皇
子
は
次
期
春

宮
候
補
と
な
さ
っ
て
、
内
々
の
御
養
育
へ
の
御

熱
意
は
、
か
え
っ
て
口
で
は
言
え
な
い
ほ
ど
の

御
寵
愛
ぶ
り
で
あ
る
。

こ
の
宮
の
御
容
貌
が
清
ら
か
で
美
し
く
い
ら

っ
し
ゃ
る
こ
と
は
、
昨
日
よ
り
今
日
は
ま
さ

り
、
今
日
よ
り
明
日
は
さ
ら
に
美
し
さ
が
加
わ

り
な
さ
る
よ
う
で
、
た
だ
一
目
こ
の
宮
を
見
申

し
上
げ
る
人
々
で
さ
え
、
千
年
も
の
寿
命
も
延

び
る
よ
う
な
気
に
な
る
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
の

御
学
問
の
御
才
能
が
秀
で
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ

と
は
、
ま
た
世
に
例
が
な
く
、
幼
い
頃
か
ら
帝

の
御
傍
で
、御
自
身
が
お
教
え
に
な
っ
た
の
で
、

何
事
に
つ
け
て
も
不
完
全
・
不
十
分
な
こ
と
は

な
く
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。

今
出
川
の
ほ
と
り
に
、
広
く
て
風
情
の
あ
る

御
所
を
造
営
し
て
、
宮
の
里
邸
と
い
う
こ
と
に

し
て
、
宮
中
で
も
梅
壺
を
専
用
の
御
部
屋
と
し

*

よ
り

─
ナ
シ
。
実
践
女
子
大
本
「
よ
り
」

*

か
た
は

─
か
た
と
。
実
践
女
子
大
本
「
か
た
とは

」

1　

兵
部
卿
宮
の
登
場

　

そ１
の
頃
、
兵２
部
卿
宮
と
聞
こ
え
さ
せ
給
ふ
は
、
当
代
の
二
の
宮
に
て
ぞ
お
は
し
け
る
。

あ３
ま
た
お
は
し
ま
す
御
子
た
ち
の
御
中
に
も
、
と
り
わ
け
て
、
帝
、
后き

さ
い

の
宮
も
あ
は

れ
に
思
ほ
し
か
し
づ
き
給
ひ
つ
つ
、
同
じ
く
は
御
位
も
こ
の
君
に
、
と
思お

ぼ

し
け
れ
ど
、

世４
の
聞
こ
え
、
人
の
譏そ

し

り
を
思
し
つ
つ
、
一
の
宮
、
春
宮
に
立
た
せ
給
ひ
て
、
こ５
れ
は

次
の
坊
が
ね
に
て
、
内
々
の
御
か
し
づ
き
は
、
な
か
な
か
言
ふ
ば
か
り
な
き
御
お
ぼ
え

な
り
。

　

御
容か

た
ち貌

の
き
よ
ら
に
う６
つ
く
し
く
お
は
し
ま
す
こ
と
、
昨７
日
よ
り
今
日
は
ま
さ
り
、

今
日
よ
り
明あ

す日
は
匂
ひ
加
は
り
給
ふ
や
う
に
て
、
た
だ
一
目
見
奉
る
人
だ
に
、
千８
世
の

齢よ
は
ひ

も
延
ぶ
る
や
う
に
な
ん
あ
り
け
る
。
御
才
か
し
こ
く
お
は
し
ま
す
こ
と
、
ま
た
世

に
な
く
、
幼９
く
＊
よ
り
帝
の
御
側そ

ば

に
て
教
へ
さ
せ
給
ひ
け
れ
ば
、
何
事
に
つ
け
て
も
、

＊
か
た
は
な
る
こ
と
な
く
ぞ
お
は
し
け
る
。

る
御
あ
り
さ
ま
」（
①
209
）
と
述
べ
る
箇
所
の

模
倣
か
。「
千
世
の
齢
」
は
歌
語
的
表
現
。
参

考
「
咲
く
か
ぎ
り
ち
ら
で
は
て
ぬ
る
菊
の
花

む
べ
し
も
千
世
の
齢
の
ぶ
ら
む
」（『
貫
之
集
』

四
二
）

９
幼
く
よ
り
帝
の
御
側
に
て
教
へ
さ
せ
給
ひ
け
れ

ば　

学
問
の
手
ほ
ど
き
を
帝
か
ら
直
々
に
受
け

た
と
い
う
こ
と
。『
源
氏
物
語
』
桐
壺
巻
で
、

光
源
氏
が
帝
の
「
御
あ
た
り
去
り
た
ま
は
ぬ
」

（
①
43
）
状
態
で
育
っ
て
い
た
こ
と
が
想
起
さ

れ
る
（
光
源
氏
が
帝
の
も
と
で
学
問
や
諸
芸
を

修
め
た
こ
と
は
、
少
女
巻
・
絵
合
巻
で
回
想
と

し
て
語
ら
れ
る
）。「
御
側
（
そ
ば
）」
は
『
源

氏
物
語
』
に
は
例
が
な
く
、
平
安
後
期
（『
栄

花
物
語
』『
讃
岐
典
侍
日
記
』
な
ど
）
か
ら
見

出
す
こ
と
の
で
き
る
表
現
。

■
評物

語
の
始
発
、
主
人
公
で
あ
る
兵
部
卿
宮
が
紹

介
さ
れ
る
。
そ
の
人
物
像
は
、『
源
氏
物
語
』
に

お
け
る
光
源
氏
と
匂
宮
を
あ
わ
せ
て
模
す
こ
と
に

よ
っ
て
作
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。『
源
氏
物
語
』

の
二
つ
以
上
の
巻
（
こ
こ
で
は
桐
壺
巻
と
匂
兵
部

卿
巻
）
を
ベ
ー
ス
に
し
、
他
の
巻
で
印
象
的
に
使

わ
れ
て
い
る
詞
章
の
み
を
取
り
込
む
と
い
う
模
倣

の
あ
り
方
は
、
こ
の
物
語
全
般
に
よ
く
用
い
ら
れ

る
手
法
で
あ
る
。

和
文
で
あ
れ
ば
「
と
り
わ
き
て
」
と
あ
る
と
こ

ろ
。

４
世
の
聞
こ
え
、
人
の
譏
り　

兵
部
卿
宮
を
春
宮

に
す
る
こ
と
に
対
し
て
予
想
さ
れ
る
世
間
の
非

難
。『
源
氏
物
語
』
桐
壺
巻
で
、
桐
壺
帝
の
桐

壺
更
衣
や
光
源
氏
へ
の
偏
愛
が
、「
人
の
譏
り
」

（
①
17
）「
世
の
譏
り
」（
①
21
）
の
対
象
と
な
っ

た
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。

５
こ
れ
は
次
の
坊
が
ね
に
て　
「
こ
れ
」
は
、
兵

部
卿
宮
を
指
す
。「
坊
が
ね
」は
、春
宮
候
補
者
。

『
源
氏
物
語
』
匂
兵
部
卿
巻
で
は
、
二
宮
（
匂

宮
の
兄
）
が
「
次
の
坊
が
ね
に
て
」（
⑤
18
）

と
述
べ
ら
れ
る
。

６
う
つ
く
し
く　

形
容
詞
「
う
つ
く
し
」
は
、
本

物
語
で
多
用
さ
れ
る
が
、
人
物
の
容
姿
の
美
し

さ
を
表
す
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
、
愛
し
い
、
か

わ
い
い
の
意
で
使
わ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。

７
昨
日
よ
り
今
日
は
ま
さ
り
、
今
日
よ
り
明
日
は

匂
ひ
加
は
り
給
ふ　

兵
部
卿
宮
の
美
し
さ
が
、

日
ご
と
に
増
す
よ
う
に
思
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る

と
い
う
こ
と
。『
源
氏
物
語
』
若
菜
上
巻
で
、

紫
の
上
の
美
し
さ
が
「
去
年
よ
り
今
年
は
ま
さ

り
、
昨
日
よ
り
今
日
は
め
づ
ら
し
く
」（
④
89
）

と
描
写
さ
れ
る
箇
所
の
模
倣
。

8
千
世
の
齢
も
延
ぶ
る
や
う
に　

千
歳
も
の
寿
命

が
延
び
る
か
の
よ
う
に
。『
源
氏
物
語
』
若
紫

巻
で
、
光
源
氏
の
美
し
さ
に
接
し
た
北
山
の
僧

都
が
、「
い
み
じ
う
世
の
愁
へ
忘
れ
、
齢
の
ぶ

１
そ
の
頃　

物
語
の
常
套
的
な
冒
頭
表
現
。『
源

氏
物
語
』
続
篇
（
紅
梅
・
橋
姫
・
宿
木
・
手
習
巻
）

の
巻
頭
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
、
以
降
、
物
語

全
体
の
始
発
に
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。『
堤

中
納
言
物
語
』「
は
な
だ
の
女
御
」
は
、「「
そ

の
こ
ろ
の
こ
と
」
と
、
あ
ま
た
見
ゆ
る
人
ま
ね

の
や
う
に
、
か
た
は
ら
い
た
け
れ
ど
」（
471
）

と
始
ま
り
、
当
時
、「
そ
の
頃
」
で
始
ま
る
物

語
が
数
多
く
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
同
じ

く「
そ
の
頃
」で
始
ま
る
中
世
王
朝
物
語
に『
し

の
び
ね
』
が
あ
る
。

２
兵
部
卿
宮　
「
兵
部
卿
」
は
、
兵
部
省
の
長
官
。

正
四
位
下
相
当
。
親
王
が
こ
の
官
職
に
就
く
場

合
、「
兵
部
卿
宮
」
と
呼
ば
れ
る
。『
源
氏
物
語
』

に
は
、
三
人
の
兵
部
卿
宮
が
登
場
す
る
（
紫
の

上
父
・
蛍
宮
・
匂
宮
）
が
、
こ
の
あ
と
の
本
文

に
匂
兵
部
卿
巻
の
模
倣
が
多
い
こ
と
か
ら
、
特

に
匂
宮
の
人
物
造
型
に
影
響
を
受
け
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

３
あ
ま
た
お
は
し
ま
す
御
子
た
ち
の
御
中
に
も
、

と
り
わ
け
て
…
…　

以
下
、
兵
部
卿
宮
に
対
す

る
帝
と
后
の
偏
愛
ぶ
り
は
、『
源
氏
物
語
』
桐

壺
巻
に
お
け
る
桐
壺
帝
の
光
源
氏
へ
の
愛
情
、

匂
兵
部
卿
巻
に
お
け
る
今
上
帝
・
明
石
中
宮
の

匂
宮
へ
の
愛
情
の
描
写
を
髣
髴
と
さ
せ
る
が
、

詞
章
的
に
は
、
薄
雲
巻
の
「
あ
ま
た
の
皇
子
た

ち
の
御
中
に
と
り
わ
き
て
思
し
め
し
」（
②
456
）

を
模
倣
す
る
か
。「
と
り
わ
け
て
」
は
、
平
安


